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議案第１号 

天橋立を世界遺産にする会 令和元年度事業報告 

 

 

 

１ 研究及び普及啓発事業 

天橋立の調査研究を実施し、国際的な理解・評価の向上に努めるとともに、天橋立の世界

遺産登録運動の次なる展開に向けて、先進地での取組を学び、実践につなげるために講演会

を実施した。 

 

（１）天橋立世界遺産講演会【行政と共催】 

暫定一覧表記載に向けた契機とするため、学識者を招いて講演会を開催。天橋立の魅力と

未来に継承し守り育てていくべき地域の宝であることを再認識するとともに、世界遺産登録

への道のりや地域の取り組みについて学んだ。 

 

日 時：令和２年２月２３日（日） 午後１時３０分から４時 

会 場：ホテル北野屋 

参加者：約１００名 

内 容：講演１「天橋立の歴史文化的意義と世界遺産」 

       佐藤 信（東京大学名誉教授、文化審議会世界文化遺産部会部会長） 

   講演２「丹後から世界遺産を発信する」 

       岡田保良（国士舘大学イラク古代文化研究所教授） 

 

（２）現地視察および意見交換会【行政と共催】 

天橋立世界遺産講演会の開催に先立ち、講演会講師、天橋立世界遺産登録可能性検討委員

会委員、行政関係者による構成遺産候補地の視察と意見交換会を実施。 

 

 日 時：令和２年２月２２日（土）、２３日（日） 

 場 所：ホテル北野屋ほか 

 視 察：与謝野町大内峠、京都府立丹後郷土資料館、国史跡丹後国分寺跡、国史跡成相

寺旧境内、安国寺遺跡、籠神社、特別名勝天橋立（丹後土木事務所の取組み説

明）、智恩寺 

 

 

現地視察（大内峠） 

 

意見交換会（2月 23日） 

 

講演会（2月 24日）



２ 

 

（３）天橋立世界遺産登録推進会議【京都府主催】 

京都府が事務局を務め、本年度から組織改変が行われた天橋立世界遺産登録推進会議専門委員会

に出席。 

 

  日 時：令和元年１２月２日（月） 午前１０時３０分から１２時 

会 場：京都府立京都学・歴彩館 京都学研究室 

内 容：１０月３０日付けで文化庁より調査依頼があった「世界遺産暫定一覧表候補の文化 

資産の取組状況」について、回答（案）の審議を行った。 

 

 

２ 文化庁陳情 

天橋立の世界遺産登録推進活動の一環として、本会による文化庁への陳情活動を実施し、「世界

遺産暫定一覧表（国内暫定リスト）」への天橋立の追加記載をお願いする旨について要望を行った。 

 

  日 時：令和２年１月３０日  午後２時から（約２０分） 

  場 所：文化庁中岡次長室 

  参加者：今井一雄（天橋立を世界遺産にする会 会長） 

      金田章裕（天橋立世界遺産登録推進会議 会長） 

      中島武文（京都府議会議員） 

      城﨑雅文（宮津市長） 

      京都府（森木、岸本）、宮津市（永濱、東） 

  文化庁：中岡 司（文化庁次長） 

      石田 徹（文化資源活用課 文化遺産国際協力室 文化戦略官） 

 

 

文化庁陳情（左：中岡次長） 



３ 

 

３ PR事業および会員募集 

本会の活動や、天橋立の価値や世界遺産登録の意義を、関連団体と連携して PR するとともに、

会員募集を行った。 

 

（１）関連団体、イベントとの連携およびPR活動 

 関連団体との連携や、関連イベント、関連事業への参加を通じてPRを行うとともに、会員募集

を実施した。 

 

・クリーンはしだて１人１坪大作戦 

   ☆平成３１年４月１４日（日） 参加者：約８００人 

・ICOM（国際博物館会議）京都大会 

★ユネスコと関連をもつ ICOM（国際博物館会議）においてPR活動を行った。 

   ☆令和元年９月６日（金） エクスカーション（参加：約４０名）現地案内 

   ☆令和元年９月７日（土） KYOTO博物館子どもフォーラムにてパンフレット配布 

・天橋立ツーデーウォーク 

  ★宮津市歴史資料館にて、平成３０年度世界遺産講演会の動画放映およびパンフレット配布、

会員募集。 

  ☆令和元年９月２８日（土）、２９日（日） 

・宮津市文化祭 歴史資料館特別開館 

   ★平成３０年度世界遺産講演会の動画放映およびパンフレット配布、会員募集。 

   ☆令和元年１１月３日（金）から５日（日） 

 ・野村証券京都支店・宮津市合同企画（大河ドラマ「麒麟がくる」宮津市推進協議会と協力） 

   ★野村証券京都支店（京都市下京区）の店頭にて、世界遺産登録の取組み紹介。 

   ☆令和元年１０月２９日（火）から１月２４日（金） 

 ・クリーンはしだて１人１坪大作戦 迎春天橋立一斉清掃 

   ☆令和元年１２月８日（日） 参加者：約１，０００人 

 

 

ICOMエクスカーション 

 

KYOTO博物館子どもフォーラム 

 



４ 

 

（２）メディア等を通じたPR活動 

本会の活動、天橋立の価値や世界遺産登録の意義等を、各種メディアを通じてPRした。 

 

・情報誌『旅楽』2019年夏号  ☆西日本の主要なSA、道の駅などで配布（5万部） 

・HPサーバーの外部委託 

 

（３）グッツ等の作成 

シンボルマーク等を活用したグッズ等を作成して、新規会員等に配布するなどPRを行った。 

 

 ・普及パンフレットの改訂・増刷 

   ★「特別名勝 天橋立」（英語、中国語版）のデザイン等を改訂し増刷（各 3,500部）。 

   ★外国人観光客向けに、観光案内所などでの配布を予定。 

 ・PR用の横断幕作成（大：5枚、小：5枚） 

 ・PR用の手提げ袋作成（12,000枚） 

 ・パーキングはままち壁面パネルの設置（継続） 

 ・「天橋立を世界遺産に」看板の設置（宮津高校、橋立中学校：継続） 

 

 

４ その他 「会員１万人運動」の実施 

 

世界遺産登録推進に向けた取組を継続していくため、平成２４年度より、個人会費を無料とし、

地域内外を問わず大人から子どもまで広く会員募集を行うこととし、１万人の会員登録を目標とす

る。また、団体会員は従来どおり一口１０，０００円以上の会費をお願いし、会の運営安定化につ

なげるとともに、地域団体が一体となった推進活動の展開を図った。 

 

 


